
 

（様式－１ 表紙） 

 

  １ 調査名称：御坊市総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：御坊市 

 

 

 ３ 調査圏域：御坊市圏 

 

 

 ４ 調査期間：令和元年度～令和３年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本業務は、御坊市の将来の都市像を踏まえつつ、効率的・効果的なまちづくりを

実現するための都市計画道路の見直しを行った。まず上位・関連計画、人口・産業

などの地域特性を整理するとともに道路交通センサスの整理及び５箇所での交通

量調査により交通状況を把握した。さらに、未着手都市計画道路の整備状況、沿道

状況等を確認し、都市計画道路の問題及び課題を設定した。つづいて、和歌山県都

市計画道路見直し方針に基づき、『上位・関連計画への位置づけ、都市間連絡機

能、交通拠点アクセス機能、土地利用支援機能、都市防災機能、交通処理機能』の

観点から未整備路線の必要性を評価し、存続候補路線と廃止候補路線を選定した。

存続候補路線については、『文化的要因、自然的要因、道路構造的要因』の３要因

から実現性を評価し、実現性の低い路線については、事業促進に向けた方針の提

言を行った。加えて、廃止候補路線を廃止とした場合に、周辺道路に過度な負荷が

生じないか、幹線道路ネットワーク上の交通量推計モデルを構築した。廃止路線

の組み合わせを３ケース設定し、それぞれに将来交通量推計を実施し、結果を都

市計画道路の見直し方針に反映させた。 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：御坊市総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 報告書目次 
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② 斉前紀伊御坊天田橋線 32 

③ 駅前吉原線 36 

④ 道成寺天田橋線 39 

⑤ 大浜通線 41 

(4) 現況交通量 43 

1) 既存交通量の整理 43 

2) 交通量調査 44 
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                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

第１回御坊市庁内意見の把握 

 

 

 

第２回御坊市庁内意見の把握 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

     特になし 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

 

御坊市（以下『本市』という）の都市計画道路は、令和元年 10 月 31 日現在、9 路線、計画

延長 19.67 km であり（図 1.1）、改良済み延長 13.07 km、改良率は 66. 4%と低く、今後計画

的な整備が必要となっている。 

しかしながら、人口減少・少子高齢化の進展や、経済の停滞による財政状況の逼迫など社会経

済状況は、計画策定時より大きく変化しており、このような社会経済状況の変化にあわせたま

ちづくりの実現、効率的な事業執行が求められている。 

また、和歌山県においては、平成 25 年 3 月に「和歌山県都市計画道路見直し方針」を改訂し、

県内各市町での都市計画道路の見直しの考え方を示すことで、都市計画道路の見直しを随時進

めている。 

本業務は、このような状況を踏まえ、本市の将来の都市像を踏まえつつ、効率的・効果的なまちづ

くりを実現するための都市計画道路の見直しを行うことを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２ 調査フロー 

 

        

３）問題点・課題の整理 

４）見直し方針の整理 

１）現況把握 

５）道路機能の必要性

検証と評価 

６）将来交通量の推計 

２）交通量調査 

８）打合せ協議 ７）報告書の作成 



 ３ 調査圏域図 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

 

 



















 



 

（様式－１ 表紙） 

 

  １ 調査名称：御坊市総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：御坊市 

 

 

 ３ 調査圏域：御坊市圏 

 

 

 ４ 調査期間：令和元年度～令和３年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

本業務は、都市計画道路の見直しを目的に、令和元年度に整理した「和歌山県

都市計画道路見直し方針に基づく見直し方針素案」について関係機関協議等を実

施した。まず本市の未整備都市計画道路が隣接する美浜町と連続していたため、

廃止候補路線として選定された２路線について、美浜町との調整会議を実施し、

廃止に関する美浜町が考える問題点を聴取し、見直し方針に反映させた。また同

様に美浜町でも都市計画道路見直しが実施されていたことから、美浜町での見直

し方針に応じて御坊市の対応事項について確認し、見直し方針に反映させた。さ

らに、和歌山県への事前相談を実施し、都市計画道路の見直し評価及び今後の都

市計画決定変更の手続きに関する課題や手続き上の留意点等について意見交換

を行い、令和元年度に整理した見直し方針及び説明資料を更新・拡充し、都市計

画決定の円滑な変更の準備を進めた。また、和歌山県からの指摘に対応する中で、

御坊市庁内会議を実施し、都市計画道路の見直し方針についての庁内合意の形成

を図った。 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：御坊市総合都市交通体系調査 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

1. はじめに 1 

(1) 業務の目的 1 

(2) 業務フロー 2 

2. 関係機関協議 3 

(1) 美浜町との調整 3 

(2) 和歌山県との協議 9 
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3. 各路線の再評価 15 

(1) 評価基準 16 

1) 必要性の検証項目と判定基準 16 

① 上位・関連計画への位置づけ 16 

② 都市間連絡機能 18 

③ 交通拠点アクセス機能 19 

④ 土地利用支援機能 21 

⑤ 都市防災機能 23 

⑥ 交通処理機能 25 

2) 実現性の検証項目と判定基準 27 

① 歴史文化的要因 27 

② 自然環境的要因 27 

③ 道路構造的要因 27 

④ 周辺土地利用状況との整合 27 

(2) 必要性の検証 28 

① 上位・関連計画への位置づけ 28 

② 都市間連絡機能 29 

③ 交通拠点アクセス機能 30 

④ 土地利用支援機能 31 



⑤ 都市防災機能 32 

⑥ 交通処理機能 34 

(3) 存続候補路線の選定 40 

(4) 実現性の検証 41 

1) ①-1：吉原道之瀬線 41 

2) ②-1：斉前紀伊御坊天田橋線（下財部出島線～吉原道之瀬線） 41 

3) ②-2：斉前紀伊御坊天田橋線（吉原道之瀬線～大浜通線） 42 

4) ②-3：斉前紀伊御坊天田橋線（大浜通線～駅前吉原線） 42 

5) ②-4：斉前紀伊御坊天田橋線（駅前吉原線～道成寺天田橋線） 42 

6) ③-1：駅前吉原線（斉前天田橋線以西） 43 

7) ③-2：駅前吉原線（斉前天田橋線～斉前紀伊御坊天田橋線） 43 

8) ③-3：駅前吉原線（斉前紀伊御坊天田橋線以東） 44 

9) ④-1：道成寺天田橋線（下財部出島線以北） 44 

10) ④-2：道成寺天田橋線（御坊大橋北近傍） 45 

11) ⑤-1：大浜通線（斉前紀伊御坊天田橋線以西） 45 

12) ⑤-2：大浜通線（斉前紀伊御坊天田橋線以東） 45 

4. 見直し案 46 

5. 今後の課題 48 

 



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

美浜町との調整 

 

 

 

和歌山県との協議 

 

 

 

第３回庁内意見の把握 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等： 

 

     特になし 

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

 

御坊市（以下『本市』という）の都市計画道路は、令和元年 10 月 31 日現在、9 路線、計画

延長 19.67 km であり（図 1.1）、改良済み延長 13.07 km、改良率は 66. 4%と低く、今後計画

的な整備が必要となっている。 

しかしながら、人口減少・少子高齢化の進展や、経済の停滞による財政状況の逼迫など社会経

済状況は、計画策定時より大きく変化しており、このような社会経済状況の変化にあわせたま

ちづくりの実現、効率的な事業執行が求められている。 

また、和歌山県においては、平成 25 年 3 月に「和歌山県都市計画道路見直し方針」を改訂し、

県内各市町での都市計画道路の見直しの考え方を示すことで、都市計画道路の見直しを随時進

めている。 

本業務は、このような状況を踏まえ、本市の将来の都市像を踏まえつつ、効率的・効果的なま

ちづくりを実現するための都市計画道路の見直しを行うことを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２ 調査フロー 

 

        

【令和元年度業務】 
問題点・課題の整理 

【令和元年度業務】 
見直し方針の整理 

【令和元年度業務】 
現況把握 

【令和元年度業務】 
道路機能の必要性検

証と評価 

【令和元年度業務】 
将来交通量の推計 

【令和元年度業務】 
交通量調査 

４）打合せ協議 ３）報告書の作成 

１）見直し案の作成 ２）関係機関協議 

【令和元年度業務】 
会議等運営補助 



 ３ 調査圏域図 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

 











 


